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△ 土地の低謬$譲受

Q ：この度、父が所有している土地を譲り
受けることになりました。この土地の時価は

5千万円ですが、父は、私の資金調達等を考

慮して、3千万円で譲ると言ってくれていま

す。この場合、贈与税が課税されますか。
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●
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【解説】

2千万円について贈与税が課税されま

個人間で財産の譲渡が行われる場合、その

財産の譲渡が贈与という無償による行為であ

れば贈与税が課税されることになります。

一方、その財産を有償で譲渡する限り贈与

という法律行為には該当しないため、僅少の

価格で譲渡しても贈与税の課税問題は生じな

い結果となり、課税の公平上適当ではありま

せん。

そこで、個人から著しく低い価額の対価で

財産の譲渡を受けた場合には、その財産の時

価と対価との差額に相当する金額は、その財

産の譲渡をした人から贈与を受けたものとみ

なし、この低額譲渡によって贈与を受けたと

みなされる利益に対しては、贈与税が課税さ

れます。この場合における財産の時価とは、

相続税法にいうところの時価であり、一般的

には相続税評価額によりますが、土地等又は

家屋等については、その取得時における通常

の取引価額で評価した価額となります。

ご質問の場合、あなたがお父さんから譲り

受ける土地の時価5千万円と譲受対価3千万

円との差額に相当する2千万円について贈与

税が課税されることになります。
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